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KOMAEわくわくストリートプ
ロジェクトが10月22 30

。
道路を活用してにぎわいと快適
な公共空間を楽しく、自分たちの
場所にする社会実験で、駅前の道
路や広場を活用してにぎわいと快
適な空間を創り出す歩行者利便増
進道路（通称「ほこみち」）を実
現するのが目的。国土交通省が全
国で進めており、狛江市は都内初
のほこみち指定を目指している。
実施にあたって、市未来戦略室が
地元の関係者やまちづくりに関
わっている市民や企業などでプロ
ジェクトチームをつくり、官民共
同で準備を進めてきた。
期間中は町会、商店会、市民団
体、企業など数多くの協力団体に
よる趣向を凝らしたイベントが実
施された。
噴水ステージでは音楽やダンス
などのグループが出演したほか、
ステージの前に人工芝を張って座
れるようにし、のんびりくつろげ
るテラスやアンテナショップとし
て使われた。
側道ではチョークで道路に落書き
をしたり、人工芝を張った道路で積
み木を楽しむコーナーが設けられた
ほか、絵手紙体験教室も開かれた。
軽食や菓子、酒類などを売る屋台や
キッチンカーが出店した。
小田急南北通路ではペットボト
ルランタン作りなどが行われたほ
か、柱に張った黒板シートに自由
に絵が描けるチョークアートが設
けられた。

改札口前の南北通路に置かれた
ベンチで休む人の姿が見られた。
期間中は親子の参加が目立ち、

「普段の街とは違う雰囲気で、楽
しく安心して子どもと遊べて良
かった」などと話していた。
狛江市では来年度以降に行う狛
江駅周辺の道路の再整備に実験の
結果を反映することにしている。

小学生が防災レシピ考案
初のコンテストを実施

「第1回狛江市フェーズフリー
防災レシピコンテスト」が行われ、
小学生が考えた防災食の優秀作品
が決まった。
日常的に使っている品やサービ
スを非常時にも役立てるフェーズフ
リー防災について、調理を通して考
え、体験してもらおうと狛江市・こ
まえ親子防災部（横塚直美会長）が
初めて催したもので、夏休み中の7
月20 ～8月24
学生からレシピを募集した。
審査の結果、最優秀賞に狛江第
一小学校2年小林楓さんの「簡単
米粉蒸しパン」、優秀賞に一小2
年五十嵐綸さんの「いろいろやさ
いチップ」、こまえ親子防災部賞
に一小3年藤井想太郞さんの「心

」、狛江第
三小学校６年居川愛花さんの「ト
マトリゾット」、狛江第五小学校
６年田部井音羽さんの「Goma
やっこ」、狛江第六小学校４年ポ
ワルヴェ　オセアンヌさんの「ツ
ナ＆トマトパスタ」が選ばれた。
審査にあたった松原俊雄市長は

「最優秀賞の簡単米粉蒸しパンは、
紙コップなど避難所にある物でお
菓子が作れる点が良いアイデアだ
と思った。今後もフェーズフリー
防災に注目していきたい」と評価
していた。

駅前でストリートラグビー
トンガ王国の選手5人が指導
狛江市ラグビーフットボール協会

（冨永幸伸会長）が13 11
時～午後２時30分にえきまえ広場
で「令和４年度狛江市民まつりスト
リートラグビー体験会×トンガ王国
チャリティイベント」を開催する。
このイベントは、市民団体の提
案による今年度の狛江市市民協働
事業。当日はトンガ王国出身のプ
ロラグビー選手ら５人が参加、ボー
ルの受け方や走り方などを指導す
るのに加え、トンガ王国の文化や、
今年1月に起きた海底火山の大爆発
などについて話す。参加するのは
クリーンファイターズ山梨のマパ
カイトロ・パスカさん、日本代表
で活躍し、現在はクリタウォーター
ガッシュ昭島コーチのオツトロ・
カトニさんのほか3人。また、都
立狛江高校ラグビー部員がボラン
ティアを務める。
プログラムは、ストリートラグ
ビーが午前11時、午後12時30
分、2時の3回で各１時間。トン
ガ王国文化交流は正午と午後1時
30分。試合を盛り上げるパフォー
マンス「ハカ」のデモンストレー
ションもある。
参加申し込みは当日会場で直
接。来場者にラグビーボール100
個をプレゼントするほか、海底火
山爆発による被災者への義援金を
募集する。
問 い 合 わ せ ☎090-3478-
0435ラグビーフットボール協会
事務局辻村ともこさん。

リニューアルを盛り上げ
エコルマほっとライブ

12月11

がリニューアルオープンするのに
先がけて、気運を盛り上げようと
狛江市文化振興事業団が「エコル
マほっとライブ」を企画、9月29

ンサートが催された。
国内外で幅広い演奏活動を行っ
ているピアニスト新居由佳梨さん
がドビュッシー「月の光」など６
曲を披露するとともに、ピアノに
まつわる興味深いエピソードなど
を披露。通常はオーケストラが演
奏するホルスト「組曲『惑星』よ
り『木星』」を1台のピアノで演奏、
客席を埋めた聴衆からは大きな拍
手が贈られていた。

第2回は11月10 後2時か
ら西河原公民館でバイオリニスト
松本蘭さん、ピアニスト酒井有彩
さんがエルガー「愛の挨拶」、ビー
トルズメドレーなどを演奏する。
第3回は12月10 後2時
からプレ・コンサートとしてエコ
ルマホールで新居さんと松本さん
のデュオでラヴェル「亡き王女の
ためのパヴァーヌ」、チャイコフ
スキー「バレエ『くるみ割り人形』
より」などを演奏する。
入場料は全席指定各500円。
問い合わせ☎3430-4106(一
財）狛江市文化振興事業団。

９日から秋の火災予防運動
リチウムイオン電池に注意

ら
15 。
東京消防庁管内ではリチウムイ
オン電池関連の火災が増加してお
り、令和３年は141件と前年より
37件増加、この５年間で最多と
なった。リチウムイオン電池はモ

バイルバッテリー、携帯電話、タ
ブレット、パソコンなどに広く使
われている。
消防庁では火災を防ぐために①
可燃物や不燃ごみに混ぜて廃棄し
ない②電池を無理に外したり分解
しない③充電器は購入時の付属品
やメーカー指定の物を使う④異常
があったら使用をやめ、メーカー
や販売店に相談する⑤購入する時
は、電気製品が安全性を満たして
いることを示す「ＰＳＥマーク」
が付いている製品を選ぶ。モバイ
ル機器の安全性向上に取り組んで
いる団体（ＭＣＰＣ）の評価試験
に合格した製品を示す「ＭＣＰＣ
マーク」が表示される製品を選ぶ
よう呼びかけている。
このほか、煙や熱を感知して火災
の発生を知らせる住宅用火災警報器
をすべての居室、台所、階段に設置
し、半年に１回以上、定期的に作動
を確認するよう呼びかけている。
問い合わせ☎3480-0119狛江
消防署。演奏する新居さん
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おおおもいをカタチに
こここまえくぼ1234が市民、市民活動
団体を対象に主催、共催する事業
■第2回こまえくぼフェスティバル
６ 10時～午後3時①えき
まえ広場②市民活動支援センター。
①えきまえ広場⑴狛江市シルバー人材
センターダンス部(オープニング)⑵狛
江こどものフレンドパーク＝焼きそ
ば、フランクフルト、ポップコーン、
ダンゴ、ソフトドリンク、青竹スーパー
ボールすくい、手作りピンボール、輪
投げ、ヨーヨー釣り、射的ほか⑶
県境町の旬の野菜、魅力あふれる特産
品と石川酒造(福生市)の地酒販売
②市民活動支援センター⑴フリース

ペース－講演会と市民活動紹介＝○
午前10時～11時、第6回狛江☆サ
ミット、講師：麻宮百さん(元B.Bク
イーンズ・元Ｍｉ-Ｋｅ)、テーマ：一
歩踏み出すコミュニケーション～や
さしく、かろやかに、あたたかく～
○午前11時～正午災害ボランティア
センターについて○正午～午後３時、
狛江音訳グループ、調布学園、コロ
ナこどもプロジェクト⑵駐輪場－午
前10時～午後３時市民活動団体によ
る販売・ワークショップ・体験
③えきまえ広場と市民活動支援セン
ターを結ぶスタンプラリー（景品あり）
■体験＠こまえくぼ「見えない人の
世界を知ろう」
21日 ・28日 前10時～正午
こまえくぼ1234。視覚障がいの人

と話をしたり、誘導の仕方や点字に
ついて学ぶぶ 市内在住・在学・在勤
者 各回10人各

フリースペースイベント
フリースペースで行われる参加でき
るプログラム
■おりがみサロン
２日 午後1時～3時。折り紙でボ
ランティア活動、交流
■切手カフェ
11日 ・18日 1時～3時。
古切手の整理。古切手の収益をボラ
ンティア事業に使用

今月のこまえくぼ
休館日＝1日 、3日 、8日 、15
日 、22日 、23日 、29日

狛江市市民活動支援センター（こまえくぼ1234）
〒201-0003狛江市和泉本町1-2-34　☎5761-5556　FAX5761-5033　 info@vc.komae.org
開館時間午前10時～午後5時　休館日＝火曜日、祝日、年末年始

ホームページ
はこちら→

ここに掲載している情報についてはこまえくぼ1234へお問い合わせください。


